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●災害時に、災害弱者がどのような避難行動をとればよいのか、あらかじめ自ら確認
できるようにするため、一人一人の状況に合わせた個別避難計画を作成します。

避難行動要支援者避難支援整備事業

【概要】
高森町は南海トラフ地震防災対策推進地域として指定されており、
これまで民生・児童委員の協力を得て「避難行動要支援者名簿」の整備に取り組んできた。
⇒しかしながら「完全な情報の記載」と「障がい者（児）の整備」が進んでいない状況である
ことから、今後3年間で名簿整備及び個別避難計画、支援体制構築に取り組む。

【今年度の事業内容】
・独居高齢者世帯の調査
・災害時要援護者台帳管理システム改修
・災害時要援護者台帳管理システム登録

【補助等】
県の「避難行動要支援者避難支援体制構築補助金」を活用

（補助率1/2）

事業費 補助額 一般財源

１０４万円 ５２万円 ５２万円

国・県補助活用事業

予算書Ｐ15
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●新型コロナワクチンの３回目の接種を迅速かつ安心して接種していただけるよう体制
整備を図ります。

新型コロナワクチン接種体制整備事業

【接種対象者】
町内に住民票のある2回接種が完了した18歳以上の方

【集団接種会場】
高森総合センター特設会場（高森町役場庁舎隣接）

【予約方法】
①専用電話で予約
高森町新型コロナワクチン接種コールセンター
電話：0967-63-0312（受付時間9：00～17：00）※平日のみ

②インターネットで予約
高森町ホームページから予約サイトへ（24時間対応）
http://town.takamori.kumamoto.jp/

※集団接種は2月中旬を予定しています。

事業費 補助額 一般財源

１，０８２万円 １，０８２万円 ０万円

国・県補助活用事業

予算書Ｐ18

http://town.takamori.kumamoto.jp/


●複数農業者による共同の事業継続計画を策定し、計画に基づく事業の継続やハウス
の補強、非常時の復旧の取組実証等を支援します。

予算書Ｐ19

園芸産地における事業継続強化対策補助金

【現状、事業の目的】
施設面積が一定規模以上のハウスでは、家族労働のほかに雇用労働の活用、環境制御等の
ハウス内部設備の利用などが進んでおり、事業が高度化している。
⇒その反面、災害発生時のハウスの損壊、設備の機能停止、人手不足による復旧の遅れなどの
影響が大きく、農業生産が長期に渡って困難になる恐れがある。

【事業内容】
自然災害発生に予め備え、災害に強い産地を形成するため、
園芸産地における非常時の対応能力向上に向けた複数農業者
による事業継続計画（BCP)の策定を支援する。
また、BCPの実行に必要な体制整備及び非常時の復旧の取組実証等
を支援する。
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事業費 補助額 事業者負担

362万円 164万円 198万円

国・県補助活用事業



ふるさと納税活用事業

事業費 ふるさと応援寄附金 町の負担

８００万円 ８００万円 ０円 予算書Ｐ13
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※ふるさと応援寄付金のうち「エンタメ業界と連携したまちづくり事業」に活用することを希望されている分を充当

●町の更なる活性化と魅力向上に繋げるため、地域おこし活動を行う劇団員を継続的
に支援します。

高森町×０９６ｋ絆プロジェクト

第2章「天下統一傾奇旅応援事業」

【現状と課題、事業の目的】
地域おこし活動の一環である「096ｋ熊本歌劇団」市内公演において、劇団員の衣装や機材
（小道具・風鎮太鼓・音響設備等）は、毎回劇団員自身がレンタルトラックに積み下ろしを
している状況。
⇒劇団員の負担軽減及び『今後の全国巡業』を見据え、高森町のPRを兼ねた
出張公演用トラックの購入に要する費用を補助する。

【事業内容】
出張公演用トラック購入費用の補助

（高森町PRラッピング仕様）



●アグリセンターで製造している「野草たい肥風まる」の袋デザインを変更します。

予算書Ｐ19

野草たい肥風まる袋

ふるさと納税活用事業 5

【事業概要】
令和3年度に開催した阿蘇高森オーガニック・アグリセンター運営委員会において、
『平成14年から使用している「たい肥袋」のデザイン変更を行い、町内外へ販売拡大する。』
ことが決定された。
⇒これを受け6種類のデザイン変更案を作成し、役場庁舎玄関において住民投票を行った。
今回、一番票を獲得したデザインでたい肥袋を新たに製作するもの。

【たい肥の出荷状況】
・昨年度実施した「土壌改良事業」により年間約1,200tの出荷があった。（令和元年度約800ｔ）
・10月19日の熊日報道により県内各地から問い合わせが多くなり、
熊本市近郊から購入に来られる方もいる。

・今年度、有機JAS資材リストに登録され、有機農業を進める方が
安心して使用できるたい肥に認定されるなど

「野草たい肥風まる」の販売拡大を進めているところ。
※今回のデザイン変更により、良質で安心なたい肥を更に広く
PRし町内外問わず販売拡大を進めていく。

事業費 ふるさと応援寄附金 町の負担

76万円 76万円 0円



南鉄復興応援基金活用事業

事業費 ふるさと応援寄附金 町の負担

２８０万円 ２８０万円 ０円 予算書Ｐ13
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●南阿蘇鉄道高森駅周辺再開発整備事業に伴う鉄道信号設備に係る詳細設計業務
を実施します。

南鉄高森駅周辺再開発電気設備詳細設計補助

【事業の目的】
「南阿蘇鉄道沿線地域公共交通網形成計画」に基づく本町の施策として、
南阿蘇鉄道の始発・終発点である高森駅を『定住』『観光』『防災』によるまちづくりの
最重要拠点施設として再整備する『南阿蘇鉄道高森駅周辺再開発事業』実施に伴い、
列車停車位置の変更が生じる。
⇒そのため、新たな鉄道信号設備等整備をする必要があり、
令和3年度は詳細設計業務及び鉄道施設変更許認可手続を実施する。

【事業内容】
①鉄道通信線路等調査設計業務
②鉄道施設変更許認可事務
※発注及び申請は南阿蘇鉄道株式会社


